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要 旨
本研究の目的は，人工呼吸器装着下における肺コンプライアンス測定の再現性を明らかにすることである．
対象は人工呼吸器を装着した呼吸不全患者 例であり，肺コンプライアンスの測定は，人工呼吸器を用いて動
的肺コンプライアンス（ ）と静的肺コンプライアンス（ ）について実施した．各測定は， 症例に
つき 名の検者が行い，測定の検者内および検者間の再現性について検討した．その結果， ， にお
ける検者内および検者間の級内相関係数は，いずれも を上回る良好な値を示していた．
人工呼吸器装着下における肺コンプライアンスの測定は，検者内，検者間とも極めて良好な再現性があり，
臨床場面において活用可能なものと考えられた
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【はじめに】
理学療法の適応範囲の拡大にともなって，人工呼
吸器を装着した対象者に理学療法士が関わる機会が
急増している ）．しかし，理学療法士が人工呼吸
器に関する知識や技術を学習する機会はほとんどな
い．そのため，理学療法士が人工呼吸器から必要な
情報を読み取り，その病状や病態を理解することは
容易ではない．
人工呼吸器からは，換気パラメータ，気道内圧，
肺メカニクスや呼吸仕事量などの多くの指標を読み
原著
）聖マリアンナ医科大学病院リハビリテーション部
取ることが可能である．その中のひとつに肺コンプ
ライアンスがある．肺コンプライアンスは，肺およ
び胸郭の弾性成分，すなわち呼吸器系の拡がりやす
さを反映する指標である ）．この指標からは，人
工呼吸器装着患者の病態変化に関する有益な情報を
得ることができる．しかしながら，人工呼吸器装着
下における肺コンプライアンス測定そのものの信頼
性については，いまだ具体的に検証されていない．
そこで本研究では，人工呼吸器装着患者における
肺コンプライアンスの測定値を臨床場面で活用する
ために，肺コンプライアンス測定の再現性について
検討した
【方 法】
．対象
対象は，当院リハビリテーション部が介入した人
工呼吸器管理中の呼吸不全患者 例（男性 例 女
性 例，平均年齢 歳，平均身長
，平均体重 ，人工呼吸器装着期
間 日）である．それらの人工呼吸器管理
に至った疾病内訳は，胸腹部外科術後 例，肺炎
例，循環器疾患 例，中枢神経疾患 例，神経筋疾
患 例であった．
．測定方法
人工呼吸器装着下における肺コンプライアンス
は，図 に示す吸気終末ポーズ法によって測定し
た ）．肺コンプライアンスは，測定に活用する気
道内圧の違いによって，動的肺コンプライアンス（以
下， ）と静的肺コンプライアンス（以下， ）
の評価に分けることができる．本研究では， ，
の双方について測定を行い，各々の再現性を
みた．
測定方法は，人工呼吸器 において換
気モードを従量式の調節呼吸あるいは部分的補助換
気下（吸気流量波形 矩形波）で，吸気終末ポーズ
を 秒間に設定した状態で行った．そして，
人工呼吸器の表示パネルから強制換気時の呼気一回
換気量（ ），最高気道内圧（ ）および吸気終
末ポーズ圧（ ），呼気終末陽圧（ ）を読み
取り， は （ ）に， は
（ ）に，各測定値を代入して算出した．
以上の ， の測定を，同日に一症例につき
検者 および検者 の 名が 回ずつ実施した．
測定に際しては，少なくとも 分以上の間隔をおい
た．また，十分な気道内分泌物の吸引と気管チュー
ブのカフ圧の測定を行い，強制換気時に口腔からの
空気漏れがないことを確認した．
．検討項目
得られた結果から，肺コンプライアンス測定値の
検者内および検者間再現性について検討した．
）検者内再現性
同じ被験者において，同一検者が ， の
測定を各 回ずつ実施した際の 回目と 回目の測
定値の再現性について検討した．
）検者間再現性
名の検者が同一被験者において， ，
の測定を実施し，得られた値の検者間の再現性につ
いて検討した．
．統計的手法
統計的手法は，対応のある 検定と級内相関係数
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図 肺コンプライアンスの測定条件と計算方法
（ ）を用いた．
再現性の優劣は， が 以上を“優秀”， 以
上を“良好”， 以上を“普通”とした桑原ら ）に
よる評価基準を用いて判断した．いずれも危険率
％を有意水準とした．
【結果】
）検者内再現性（表 ，図 ，図 ）
同一検者内の 回目および 回目の各測定値を表
に示した． の測定値は， 回目， 回目の
順に， ， であった．
同 様 に， は， 順 に ，
であった．いずれの測定値も， 回
目と 回目の平均値の間には，有意差を認めなかっ
た．そして， ， における 回目， 回目
測定値の間の は，それぞれ （図 ），
（図 ）であった（ ）．
）検者間再現性（表 ，図 ，図 ）
表 には，異なる検者における各測定値の差異を
示した．検者 および の は， ，
であった． では，順に
， であり，双方の
測定値の間には有意差を認めなかった．異なる検者
間の は， ， の順に （図 ），
（図 ）であった（ ）．
【考察】
本研究では，人工呼吸器装着下における肺コンプ
ライアンス測定の検者内および検者間の再現性につ
いて検討した．その結果， ， の検者内お
よび検者間の は，いずれも を上回り，その
再現性は優秀であった．したがって，人工呼吸器装
着下における肺コンプライアンスの測定は，臨床場
面においても十分に活用可能なものと考えられた
人工呼吸器管理下で測定される肺コンプライアン
スは，測定に用いる気道内圧の違いによって，
と に分けて評価が可能である（図 ） ）．
前者は，肺と胸郭の弾性成分に加えて，中枢気道の
気道内分泌物貯留や気管チューブの内径や閉塞，気
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表 ．検者内における 回目， 回目測定値の平均値
回目測定値 回目測定値
（ ）
（ ）
動的肺コンプライアンス 平均値 標準偏差
静的肺コンプライアンス
図 動的肺コンプライアンス（ ）における
検者内再現性
図 静的肺コンプライアンス（ ）における
検者内再現性
管支攣縮などの気道抵抗の変化を反映する．一方，
後者は，肺と胸郭の弾性成分のみを評価することが
可能であり，肺水腫，無気肺，肺炎や胸水および胸
郭の柔軟性などの病変や病態を反映している ）．
したがって，肺コンプライアンス値によって，呼吸
器系の状態を客観的数値として理解できる．また，
肺コンプライアンスは呼吸仕事量 ）やウィーニン
グの成否にも密接な関連性があることが報告されて
いる ）．今回，人工呼吸器管理下で測定される肺
コンプライアンス測定値に優秀な再現性を認めたこ
とから，人工呼吸器装着患者のウィーニングや理学
療法中のリスク管理，治療効果判定の指標として有
用なものと考えられた．
理学療法士が人工呼吸器を装着した対象者に関わ
る機会が増えつつある昨今 ），それらのリハビリ
テーションの方法論についての検討が急務である．
そのためには，多くの理学療法士が，人工呼吸器か
ら得られる情報を理解してトレーニングを実践する
ことが重要となる．今後も臨床場面に応用できる
データを提供し，人工呼吸器装着下における理学療
法エビデンスの確立やその発展に努めたいと考えて
いる
【結語】
人工呼吸器装着下における肺コンプライアンス測
定値の再現性について検討した．
． ， における検者内再現性の は，
順に ， と高い値を認めた．
． ， における検者間再現性の は，
順に ， と高い値を認めた．
人工呼吸器装着下における肺コンプライアンス測
定値は，優秀な再現性を有しており，臨床場面での
活用が可能である．
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表 ．検者間における各測定値の差異
検者 検者
（ ）
（ ）
動的肺コンプライアンス 平均値 標準偏差
静的肺コンプライアンス
図 動的肺コンプライアンス（ ）における
検者間再現性
図 静的肺コンプライアンス（ ）における
検者間再現性
管理．人工呼吸 （ ） ， ．
）諏訪邦夫，勝屋弘忠 呼吸療法に必要なモニ
ター．呼吸療法テキスト，三学会合同呼吸療法
士認定委員会（編），克誠堂， ， ．
）今中秀光 換気力学モニタの臨床的意義．
（ ） ， ．
）石井宣大，浦里博史 人工呼吸器．人工呼吸ケ
ア なぜ・何 大百科，道又元裕（編），照林社，
， ．
）桑原洋一，斉藤俊弘・他 検者内および検者間
の （再現性，信頼性）の検討．呼と
循 ， ．
）
）
）横山仁志，近藤美千代・他 呼吸器疾患．理学
療法リスク管理マニュアル第 版．三輪書店，
， ．
）
）横山仁志，近藤美千代・他 人工呼吸器装着患
者における肺コンプライアンス測定の有用性．
─肺コンプライアンスと換気量，ウィーニング
の関係─．理学療法科学 ， ．
平成 年度 高知リハビリテーション学院紀要 第 巻

